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はじめに

新型コロナウイルスの感染拡大は、社会の在り方、学校教育の在り方を強く問うことに

なった。未来の歴史の教科書に刻まれることになるであろう２０２０年。歴史的な社会の

分岐点に居合わせた私たちが子ども達のために、今、すべきことは何かを考えなければな

らない。

学校教育の変わらない本質と新しい教育様式を見据え、学校、家庭、地域、行政等が総

動員で迅速な取組を求められた令和２年度の本校の取組を整理し、今後も予想される困難

を克服する方向性を模索するための資料としたい。

現在、脚光を浴びているＩＣＴ、オンラインの活用等のＧＩＧＡスクール構想に基づく

取組や新しい生活様式に基づく取組については別の機会に述べることにし、学校教育の変

わらない本質を堅持したコロナ禍における学校教育の在り方について、述べることにする。

Ⅰ 実践主題について

１ 実践主題 「 コロナ禍における 学校教育の在り方 」

～学習的機能、社会的機能、福祉的機能の充実～

２ 実践主題設定の理由

（１）学校教育目標の具現化を図るために

本校の教育目標は「ふるさとに誇りをもち、夢の実現に向けて共に努力する生徒

の育成」である。この目標の実現を目指して、今年度の重点成果指標を年度当初の

職員会議で素案を作成し、生徒会執行部、ＰＴＡ役員会の協議を経て決定した。１

３項目の重点成果指標は、町内全戸を回覧し、地域にも周知した。

この重点成果指標については、定期的に到達状況を調査し、調査結果を教職員、

生徒、保護者、地域にも知らせて、成果や課題を共有し、課題の解決策をそれぞれ

が主体的に取り組むＣＡＰ－Ｄシステムを生かした教育活動の質の向上に取り組ん

でいる。（※ＣＡＰ－Ｄシステムとは、ＰＤＣＡサイクルを、Ｃｈｅｃｋ「指標の

到達状況点検」を起点に改善策に取り組むサイクルのことで、“ＣＡＰ”は「つま

先」、“Ｄ”は「課題・解決策の発見（Discovery）」を意味する。教職員、生徒、

保護者、地域のつま先を課題解決に向かわせるという意味の校長の造語である。）

この重点成果指標について、政府の非常事態宣言に伴う臨時休校明けの６月に実
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態を調査したところ、学力保障（学習的機能）、社会的・人間的な発達・成長の

保障（社会的機能）、安心安全の保障（福祉的機能）に課題が見られ、実践主題

に取り組むことにした。

（２）社会の要請から

休校中の学習機会の保障としてのＩＣＴの活用は、公立学校の大多数においては

ハード面の整備の遅れや制度・運用ルールが円滑な教育活動の支障になっている場

面が散見される。ＧＩＧＡスクール構想は、インフラ整備とデバイス配布、ICT活

用の目的化・義務化が先行している面もあり、学校へのICT支援員の配置や単位時

間・授業時数の弾力化、教員免許制度の見直しなどソフト整備と併せた取組みで学

習環境の最適化を図っていく必要がある。

国内では、コロナ禍の休校措置で積極的不登校の家庭が増加傾向にあり、子ども

達や若者の学ぶ意欲は一部を除き低下傾向に歯止めが掛からない状況にある。教職

不人気の中に大量採用された経験の浅い教員の育成も、学校の負担増となっている。

このような状況の中、多様な子どもを誰一人取り残すことなく健やかな学び（学

習的機能、社会的機能、福祉的機能）を保障する学校総体の取組が求められている。

学校職員がワンチームとなった取組の中で、若い教職員を心身ともに逞しい教育者

に育成することができると考える。
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３ 実践主題の捉え方

学習的機能とは、学習機会の保障、学力（知識・技能、思考力・判断力・表現力、

学びに向かう力等）育成のための学校、教科指導・授業（講義・演習、探究・協働、

実習・実技等）であり、総じて学力保障といえる。

社会的機能とは、社会的・人間的な発達・成長の保障（社会の形成者としての資質

・能力〔協働性・社会性等〕の育成）、学びと生活の共同体（仲間・時間・空間）・

場・土壌・文化としての学校、特別活動（学級活動、学校行事等）、キャリア教育、

生徒指導等（子ども同士、教職員等との多様な他者とのつながり・関わり・集団活動

・対話・協働等）であり、総じて関係保障といえる。

福祉的機能とは、安心安全の保障、身体的・精神的な健康の保障、安心安全な居場

所・セーフティネットとしての学校、養護・保健、健康管理・心理的支援、寄り添い

等（貧困・いじめ等の発見、生活リズムの構築、心のケア等）であり、総じて健康保

障といえる。

Ⅱ 実践の方法

１ 実践の仮説

（１）コロナ禍においても学習的機能を充実すれば、学校教育目標（重点成果指標）を

達成できるだろう。

（２）コロナ禍においても社会的機能を充実すれば、学校教育目標（重点成果指標）を

達成できるだろう。

（３）コロナ禍においても福祉的機能を充実すれば、学校教育目標（重点成果指標）を

達成できるだろう。

２ 実践の視点

（１）コロナ禍において、学習的機能の充実を図るために、休校中の学習機会の保障、

学力向上の取組、授業改善の取組を行う。

（２）コロナ禍において、社会的機能の充実を図るために、学校行事や学校生活に協働

性・社会性を育む取組、地域とのつながりを感じる取組、夢や目標を育む取組を行

う。

（３）コロナ禍において、福祉的機能の充実を図るために、衛生・環境管理の徹底、生
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徒にとって安心安全な居場所作り、健康管理・生活リズムの構築の取組を行う。

３ 実践の構想

社会不安 感染拡大 景気後退

閉塞感 学 習 的 機 能 貧困

休校中の学習機会の保障 学力向上取組 授業改善 地域格差

その他

学校教育目標

（重点成果指標）

の達成

社会的機能 福祉的機能

協働性・社会性を育む 衛生・環境管理

学校行事・学校生活 安心安全な居場所

地域とのつながり 健康管理・生活リズム

その他 その他

学力格差

積極的不登校増 学校観の変化

Ⅲ 実践の内容

１ 学習的機能の充実

（１）休校中の学習機会の保障

① 自主学習の支援
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プリントによる復習課題の提供と併せて、家庭における生徒の未習事項の学習

を支援するために、国語、社会、数学、理科、英語の５教科については、教科書

を使用した学習の進め方（例）を作成し、全校生徒に配布するとともに、学校ホ

ームページに掲載した。

また、計画的に自主学習が進められるように、平日の授業時間帯を想定した「学

習ガイダンス表」を週毎に作成し、全生徒に配布した。これも、前述と同様に学

校ホームページに掲載した。このガイダンス表に沿って、生徒は家庭での学習を

進めることができ、学校再開後の授業に円滑に参加できた。このことで、生徒が

予習した内容は授業が効率的に進み、９月には年度当初の指導計画と授業の進捗

が適合するようになった。特に入試を控えた３年生や入学したばかりで指導を十

分に受けていない１年生の不安が軽減された。

さらに、「学習・生活ノート」を作成し、自主学習の進捗状況を生徒自身が確

認し、生活リズムに留意するようにした。登校日等に、自主学習の内容と併せて

「学習・生活ノート」を担任等が点検を行い、生徒への個別面談や指導を行った。
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② 家庭訪問

本校は、今年度始めに半数の職員が入れ替わる大きな異動があった。転入した

教職員が生徒の顔を覚えるまもなく、政府の非常事態宣言で４月１４日から臨時

休校となった。
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本校は、御船町に唯一の中学校であり、校区内に６つの小学校がある。その広

さは９９.０３ｋｍ２。広い校区であるが、新型コロナウイルスの感染防止に留意

して、担任と副担任等のペアによる軒先訪問を実施し、生活の様子の把握と共に

学習課題等の配布やミニ面談、個別指導を行った。

この家庭訪問は、後述する福祉的機能を果たし、保護者や生徒からは「休校中

の先生の家庭訪問は、とても有り難かった。子どもや保護者が困っていることを

聞き取っていただき、丁寧に対応いただいた。感謝します。」と好評だった。

③ 自主学習会

学習が緩やかに進む生徒にとっては、教科

書の説明や教師作成の解説を読み取って理解

することは甚だ困難である。

休校中、希望する生徒・保護者には、教室

を開放して自主学習を行えるようにした。

教員が交替で教室で質問等に応え、個別指

導を行った。

参加者が多い学年では、１教室に１０人ほどが笑顔で学習する姿があった。自

宅待機が続く中で、友達や先生と会話できる機会は、心の安定にも効果的だった。

自主登校に対する保護者や地域の批判は一切なく、「休校中も、先生方の配慮

で学校での自主学習ができて、子どもも喜んでいます。宜しくお願いします。」

と電話でお礼を言われる保護者もあり、高い評価を受けた。また、本校職員か

らも「個別指導でコミュニケーションがとれた。」「一人で学習することが難し

い生徒に学習支援が出来てよかった。」「学習状況が把握できた。参加した生徒

は生活リズムを整えることができた。」等の意見が聞かれた。

④ 分散登校による登校日の設定

休校中の家庭訪問や自主学習会で把握した生徒の困り感や生活状況を踏まえ

て、学習支援と心のケアを主目的に週１回の登校日を設けた。教室での密を避

けるために、出席番号の奇数と偶数のグループごとに曜日や午前と午後を割り

当てて登校日を設定した。登校日は、健康や生活の状況把握や提出課題の確認、

新しい課題の説明の他に、教科担当による教科指導も実施した。教科指導を計

画的に行ったことで、学習につまづきがある生徒への個別指導を行うことがで

自主学習会の様子
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きた。

本校職員からは「休校中の出席番号偶数と奇数に分かれての半日分散登校は、

生徒に目が行き届いてよかった。負担なく授業をできたことも良かった。」との

意見が聞かれた。

⑤ 学校図書館の活用

コロナ禍の中で、各地の公立図書館は閉鎖か休校中の児童生徒の立ち入りを制

限する状況になった。そこで、本校は、「本を読みたい。」「時間がたくさんあっ

て、何をして良いかわからない。」との生徒の困り感の解消を図るために、自主

学習や分散登校の帰りに学校図書館に立ち寄ることができるよう開放し、延べ５

２人の生徒に８４冊貸し出すことができた。

（２）学力向上の取組

① Ｍorning Time、Share Timeの実践

授業に集中する一日の落ち着いた生活は、朝一番の教室での生活が鍵となる。

生徒が私語をする中に学活で連絡事項を慌ただしく行い、一校時のスタートがバ

タバタと始まるのでは、特性のある生徒は落ち着きがないリズムのままに一日の

見通しを持てずに学習に集中できない。教室の全員が静かに朝読書や朝自習に取

り組み、シーンと呼吸の音さえ聞こえない中で一日の生活を始めることで、全て

の生徒が“今為すべき事”に無言で取り組む構えが生まれる。

本校は、今年度、昨年度に比べて１校時のスタートを２０分間後ろにずらし、

朝活動（Ｍorning Time）の時間を確保した。４００人を超える生徒が学校にい

ながら、朝から物音一つしない静寂の時間がある。必要な個別指導や学年部職員

間の打ち合わせに十分に時間も取れるようになった。

さらに、読書活動の推進のために、今年度から交替で１クラスが図書室で読書

を行うようにした。

６月の学校再開当初は、３か月の休校で集団生活に順応できなくなった生徒も

いたが、朝の落ち着いた時間を設けたことで授業に静かに参加できるようになっ

た。本校職員からも「日課が変更され、朝の時間にゆとりができ、健康観察も丁

寧にできるようになった。」「生徒が落ち着いて自習や読書に取り組み、一日のス

タートが切れている。」「朝から、余裕をもった指導や学年部職員の打ち合わせが

でき、良かった。部活動の開始時刻は遅くなったが、生徒の落ち着いた生活を優
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先したい。」との意見が聞かれた。

帰りの学活後に夕活動（Share Time）として、家庭での自主学習の進め方等を

紹介し合う時間を設けた。この活動で、友達の優れた自主学習のやり方を学び、

自分の学習に取り入れたり、学習開始時刻を固定して規則正しい家庭生活に取り

組み始めた生徒もいる。

② 学力向上プロジェクトの実践

中学校は教科担任制であり、学校総体で時間を確保して学力向上に取り組むこ

とに理解を示さない職員がいることが少なくない。「部活動の時間が短くなる」

「学力調査対策のような取り組みは姑息だ」と言い、協力に難色を示す職員がい

る学校もある。これが、全教科を担任する職員で構成された小学校との大きな違

いでもある。

国や県の学力調査、学校の定期テストの前に、復習や補充学習を行い、生徒が

「頑張ったら、テストで良い点数が取れた。」という経験も、学習意欲を高める

ものである。また、年間数回の機会を捉えて学び直しの機会を設けることは、既

習事項の定着を図るうえで効果的でもある。

全ての子どもの確かな学力の育成が学校の第一の責務であることを考えれば、

自分の担当教科に関わらず、生徒に愛情をもって学力向上に取り組まなければな

らない。

本校は、今年度から１１月を学力向上月間に位置づけ、国語、数学、英語科教

員を中心に、家庭学習とＭorning Timeを関連づけた教科学習の時間を設けた。

（３）授業改善の取組

① 模擬授業研修

生徒の学力向上の鍵は、教師の指導力である。

学力が十分についていない子ども達を担当教

師が「この子たちは、全然勉強しない。」と批判

するのは大きな間違いである。分かるような授

業をしないから、生徒は学習に興味を失う。出

来るような指導をしないから、生徒は諦める。

自主学習できるような手だてをしないから、生徒は家庭学習をしないのである。

まさに“育てたように子は育つ”である。

模擬授業研修会
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つまり、私たちは教師である限り、真摯に指導の工夫改善に取り組まなければ

ならない。通常なら、新規採用の職員も年度始めから教壇に立って授業を行う。

コロナ禍の中、休校期間に授業技術を高めて生徒を迎える機会が生まれた。この

千載一遇の好機に、本校の若手職員は、学校再開後の指導単元について模擬授業

研修に取り組んだ。

教科の枠を超えて、互いに学び合い、学年主任が助言をし、町指導主事にも示

唆をいただいた。１回目の模擬授業研修の１週間後に、指導・助言を生かした再

研修を行い、著しい指導スキルの向上が見られた職員も多かった。県教委の初任

者研修が簡素化された中に、授業の基本スキルを学ぶ研修を年度当初に設けるこ

とは効果的であり、次年度も時間を設定して実施したいと考える。

② ＳＭＡＲＴな授業実践

授業は、学校教育法第３０条２項に示されたとおり、子どもに知識・技能、思

考力・判断力・表現力等、学びに向かう力の育成をめざして工夫・改善されなけ

ればならない。一部の任意研究団体に見られるような、指導の型を強要するする

ようなことは、そもそもの授業の目的を見失い、学習方法が硬直化し、発見や感

動がある学びの機会を子どもから奪ってしまう危険性がある。

しかし、明治以来の学校教育制度の中で、数多くの教育実践者によって磨き上

げられ継承されてきた効果的な指導法は、私たちが参考とすべきものである。あ

またの優れた授業実践の中から精選し、一般的な留意点を「ＳＭＡＲＴな授業実

践」としてまとめ、本稿の授業改善の視点とした。「ＳＭＡＲＴ」の意味は次の

とおりである。

Ｓ：シンプル

学習内容の焦点化（本時の目標を達成するために、「教えること」と「考

えさせることを整理して、活動の時間を確保する。）

簡潔で視覚で捉えやすい指示や説明・発問（指示や説明等を、明瞭な声で、

短い言葉で、言い換えをしない。指示や説明・発問は、できるだけ板書（イ

ラスト等）で示す。）

Ｍ：目的・目標

本時に「〇〇ができる、〇〇がわかる」が明確な『めあて』の提示（「め

あて」を目に見える活動の標記にして、児童生徒と目指す姿を共有する。）

御船町立御船中学校
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Ａ：アクティブ

全員の「やってみよう」「なるほど」が生まれる「自力解決」と対話的で

深い学びが生まれる「協働解決」の場の設定（見通しをもった「自力解決」、

必要性、手段を明確にした「協働解決」にする。）

Ｒ：練習

定着を図る時間の確保、小テストの実施（「わかった」や「できた」を感

じる時間を確保する。）

Ｔ：たしかめ

何を学んだかを明らかにする「まとめ」と、自分の学びを見つめる「ふり

かえり」の実施（問いを工夫して、「まとめ」「ふりかえり」をする。）

どれも、至極当然な事項であり、職員は自分が重点をおいて工夫・改善したい

項目ごとにグループをつくり授業研究に取り組んだ。

また、校区内小学校との連携を推進するために、小学校の教務主任・研究主任

等の意見を取り入れて『「御船版「熊本の学び」 ＳＭＡＲＴな授業実践』と題

リーフレットの一部

御船町立御船中学校
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したＡ３判２つ折りリーフレットを作成し、町内小中学校全教員に配布した。

③ 分科会方式授業研究

前述のＳＭＡＲＴな授業実践について、各職員が重点をおいて授業改善に取り

組むＳ、Ｍ、Ａ、Ｒ、Ｔのグループに分かれて、分科会方式で授業研究会を実施

し、その成果や学びを全体会で共有する研修を行った。

この方式で研究授業を行うことで、研究授業の時間帯は他部会の職員が他学級

の授業を担当して生徒を自習にすることがなくなった。また、一回の校内研修で

５人の職員が研究授業を行うことができ、部会ごとの少人数の授業研究で協議を

火曜日 水曜日

２校時：Ｓ部会研究授業 ２校時：Ｒ部会研究授業

３校時：Ｍ部会研究授業 ３校時：Ｔ部会研究授業

４校時：Ａ部会研究授業 ６校時：校内研修（授業研究会）

深めることもできた。今年度３回の実施で、多くの職員が指導案を書き研究授業

に取り組む機会を得ることになった。

④ 教育実践発表会

地教委連が主催する教育論文の出品本数が年々減ってきている。働き方改革の

推進から職員への論文作成の校長の促しが以前に比べて小さくなったことなどが

理由として考えられる。

しかし、教職員が今年度の実践を振り返り整理することは、自身の職務に係る

能力向上を図るうえで必要なことである。

そこで、本校は、年度まとめの校内研修に職員各自の教育実践発表会を２月に

設定した。教職員の大量退職期に、互いの経験・実践で培われた理論や指導技術

を学び合うとことは、とりわけ若い教職員にとっては貴重な学びの場となる。

中学校は、論文作成の追い込みの時期が、冬季の部活動の大会や入試事務の時

期と重なり、小学校に比べて実践記録や教育論文の作成は後回しにされる傾向が

強い。そこで、年度当初に実践記録の様式や書き方を示し、年間を通じて記録を

少しずつ蓄積できるようにした。

研究授業・授業研究会の日程例

御船町立御船中学校
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この取組で、本校からの個人論文の応募は、昨年は初任者のみの１人だったの

に対し、今年度は２７人が応募することになった。審査の方からの助言や励まし

も、次年度に向けて職員一人一人の糧となるであろう。

この成果を吟味したうえで、コロナ禍が終息した後は、町内や郡内の教育実践

発表会の開催についても提案を検討したい。

２ 社会的機能の充実

（１）視点をもった学校行事精選と工夫

学校行事は、活動を通して、望ましい人間関係を形成し、集団への所属感や連帯

感を深め、公共の精神を養い、協力してよりよい学校生活を築こうとする自主性、

実践的な態度を育てることを目的として行われるものである。全校又は学年を単位

として、学校生活に秩序と変化を与え、学校生活の充実と発展に資する体験的な活

動を行うことが求められる。

しかし、コロナ禍の三密を避けなければならない制約と、休校によって失われた

授業時数を回復するために、学校行事の見直しや精選が求められることになった。

この学校行事の見直しと精選に当たっては、本校は「協働体験」「全員参加」を

基軸にすえた検討を行い、実施した。その例が、体育大会と合唱コンクールである。

① 体育大会

参観者の数を制限するために、体育大会を半日開催にし保護者のみの参観とし

た学校は多い。本校においては、感染のリスクが最も高い会食を避けるためと併

せて、不登校傾向の生徒が参加できる配慮として半日開催にした。

種目についても、練習が少なくて済む徒走等の個人種目に精選した学校も多い

と聞くが、本校は協力が必要な団体種目のみに精選した。

【体育大会の全競技種目】

学年技巧競技（台風の目、玉入れ、長縄跳び）、学級対抗全員リレー

ソーラン節演舞（男女）、団対抗リレー

協働が求められる種目ばかりで、練習の過程から生徒が悩みながら心を通わ

せて解決し、一緒に感動を味わうことができた。協力する種目ばかりで、生徒

は誰一人手を抜くことはなく懸命に競技した。参観された方から「例年なら、

一生懸命に走らない生徒が数名いたが、今年は生徒全員が一生懸命で笑顔も多

御船町立御船中学校
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かった。見ていて、とても面白かった。」との感想を聞いた。

練習期間に本校に会議で集まられた中学校、高校の校長先生方は生徒の様子

を見て「御船中は勢いがありますね。」と感嘆の声を漏らされた。

不登校傾向の生徒も閉会後の解団式まで参加して、団画パネルの前で友だち

や上級生と一緒にカメラの前で笑顔を見せていた。生徒の感想を紹介する。

② 合唱コンクール

合唱コンクールは学級集団作りにおいて大きな意義がある。自我が芽生える思

春期の中学生は、ともすれば「真剣に歌うなんで恥ずかしい」と思いがちで、荒

熊本日日新聞に掲載された生徒作文

御船町立御船中学校
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れた中学校では口さえ動かそうとしない生徒もいる。

生徒の心を開き、協力することの素晴らしさや「一生懸命はかっこいい」こと

を確認させたいと、新型コロナウイルスの感染防止に十分留意をして合唱コンク

ールを実施した。

練習の過程で、合唱の経験のない１年生が、休み時間に合唱練習する３年生の

様子を参観したり、本気になれない生徒たちに学年部職員が心情に訴える話をし

たりするなどの、生徒と生徒を繋ぐこだわりをもった指導の工夫を行った。

コロナ禍の中で、感染防止を第一に学年分散のコンクールを実施された学校や

オンラインのコンクールを実施された学校があると聞く。学校規模等の違いもあ

り一概には述べられないが、下級生が上級生の真剣な姿を一緒の空間で直に見る

ことは、学校文化を繋いでいくうえで大きな意味があったと考える。

審査をいただいた平成音楽大学の岩山学部長からも「感動で足が震えた。」と

お褒めの言葉をいただくことができた。

また、学校行事の意義について保護者や地域の方に、学校だよりで周知を図っ

た。学校だよりは、学校の様子を知らせるだけでなく、保護者や地域の啓発手段

として活用している。裏面には、家庭や地域で話題にしていただきたい著名人の

スピーチの概要を紹介している。

同様に、新聞への生徒作文の投稿を定期的に行っている。コロナ禍の中では、

学校を開く取組に制約があるが、生徒の活動や意見等を地域の方に知っていただ

くには、新聞掲載は有効である。地域に方から「新聞を見たよ。」と声を掛けら

熊本日日新聞に掲載された生徒作文

御船町立御船中学校
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れ、自尊感情や地域から見守られている安心感を高めている生徒は多い。

（２）学校生活の工夫

日常の学校生活においても、協働性や社会性を育むために、新型コロナウイルス

の感染防止に留意しつつ、様々な工夫を行っている。その主なものが、集会活動と

掃除の縦割り班活動である。

① 集会活動

学校再開当初は全校生徒への連絡等は、校内放送や学級担任からクラス別伝達

で行っていた。しかし、異学年生徒間の意見の交流が極端に少なくなく、価値観

の共有や集団への所属意識に課題がみられる様子があった。そこで、生徒の間隔

を十分に確保して９月から学年集会を、１１月から全校集会を実施することにし

た。

集会を実施したことで、お互いの表情を見て話を聞き、全校生徒で目指す方向

や留意する事柄を確認し合うことができた。リーダーとなるべき生徒が、今年度

初めて大勢の生徒の前に立ち自分の言葉で呼びかけを行う姿からは、緊張が読み

取れた。しかし、集会を終えた後の表情は達成感に溢れ、学校のためや地域のた

めに出来ることを、さらに考えていこうとする意欲も聞き取れた。

② 学年縦割り班による清掃活動

学年縦割り班活動は、小学校では珍しいものではない。しかし、中学校では、

小規模校を除いて縦割り班活動を行う学校は極めて少ない。それは、前述した思

春期特有の照れや見栄による上級生の活動停滞、荒れた学校では上級生による下

級生の虐待、担当職員が生徒の顔や名前を把握できずに指導が不徹底になる等の

理由がある。

本校は、学年を超えて協力する姿や上級生の自覚を育もうと、学年縦割り班に

よる無言清掃活動に取り組んでいる。そこには、上級生と下級生が協力して美化

活動をする姿や上級生が下級生の手本として率先垂範する姿が生まれている。

（３）創意工夫が生まれる生徒会活動

生徒自らが、気づき、考え、行動することで、協働性や社会性が大きく育ち、夢

や目標をもって生活をさらにより良いものにしようとする意識や態度が生まれる。

コロナ禍で例年どおりの活動ができなくなった生徒会活動では、生徒のアイデア生

かした新しい取組を数多く行った。

御船町立御船中学校
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① 募金活動

７月に県南は豪雨により大きな被害を受けた。生徒たちは、その報道を聞き「自

分たちにできることはないか」と職員に相談した。平成２８年熊本地震の際に、

被災して本校から転出した生徒の受け入れ先の芦北町の中学校から義援金をいた

だいた経緯があったことを生徒に知らせ、芦北町の学校に義援金と応援メッセー

ジを送ることになった。生徒会執行部とＪＲＣ委員会が中心になり、募金活動と

全校生徒のメッセージ作成を行った。

夏季休業中に校長と生徒会担当が芦北町の佐敷中学校を訪問して義援金とメッ

セージを手渡し、その様子を全校生徒に報告した。

この取組と男子バスケットボール部が６年間続けている地域の清掃ボランティ

アは県教育委員会の善行表彰を受けた。県内で２つの団対表彰を受けたのは本校

だけである。

② あいさつ運動

本校生徒のあいさつの様子は、これまでは必ずしも芳しくなかった。あいさつ

は、上級学校での生活や社会生活においても先輩や上司の協力を得て活躍するう

えでも、コミュニメーションの基本としても必要不可欠なものである。生徒会執

行部が重点取組に位置付け、部活動ごと等の工夫したあいさつ運動を展開した。

今年度、本校に赴任した職員も意欲的に登校時や下校時に正門や昇降口にたち、

率先してあいさつを行った。

その結果、まだ声が小さい生徒がいるものの全生徒が声を出してあいさつする

ようになった。地域の方からも「中学生がよくあいさつしてくれます。」とお褒

めの言葉を多くいただくようになった。職員のあいさつの声も大きくなってきた。

今後は“２０ｍ先でも聞こえるあいさつ”をスローガンに、地域であいさつの

声が響く学校を目指したい。

③ シンボルロードのプランター設置

生徒会美化委員会は、地域に貢献できる活動を考え、学校のフェンスにシンボ

ルロードに向けて花を植えたプランターを設置した。美化委員の生徒が定期的に

花に水をやっている。地域の方からも「きれいですね」との声が寄せられている。

④ 年賀状送付

例年であれば、学校行事や諸活動で生徒が地域の方と触れ合う場面が数多くあ

御船町立御船中学校
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る。しかしながら、今年度は交流を控えざるを得ない状況だった。そこで、今年

度は、生徒会役員が入学式や卒業式に来賓としてお招きできなかった町内在住の

方に年賀状を出した。地域の方の顔を思い出しながら文面を書く生徒や、「どん

な人だったっけ。」と地域の方に関心を高める生徒の様子があった。

多くの地域に方から生徒に返事があり、感謝の言葉や励ましの言葉をいただい

た。

３ 福祉的機能の充実

（１）衛生・環境整備

① 衛生管理の徹底

文部科学省が示す生活様式に則り、生徒のマスク着用や検温、健康チェックや

非対面式の給食，職員による毎日の消毒等は、いずれの学校でも行っていること

であり、本校でも徹底して実施している。

これに加えて、郡内小中高校の中でいち早く玄関にタブレット型のマスク着用

検知付き非接触検温器を設置した。これは、来校者の検温を無人で行える実務的

な効果だけでなく、保護者や生徒の安心感を高める効果がある。

② 徹底した環境整備

整った環境が生徒の衛生管理意識を高め、落ち着いた生活を創造する。

校長、用務員、支援員がこまめに校内の除草、樹木の枝伐採、ゴミ拾いを行う

ことにした。校舎内も雑巾のかけ方トイレのスリッパ並べ、机の整列を徹底して

いる。長年、地域未来塾講師としてお世話になっている方や学校を時折参観され

る民生委員の方々から「きれいにしていますね。」と評価いただいている。

また、老朽化した自転車小屋を、休校期間を活用して職員がペンキ塗りで一新

することも行った。「在宅勤務よりも、ソーシャルディスタンスをとって、生徒

のために出来ることをしましょう。」と職員は口々に言っている。

さらに、今年度から部活動生徒が参加した学期末の大掃除を始めることにした。

生徒自身が環境整備への関心を高め、安全で美しい学校づくりが進んでいる。

（２）安心安全な居場所づくり

① ローラー方式の教育相談

長い休校で、友人関係が崩れたり、ストレスや不安で表情が暗い生徒がいるこ
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とにアンケート調査や分散登校時の観察で気づいた。そこで、不安傾向が強い、

３年女子、１年女子、・・・の順で、職員がチームを組み、全生徒を対象に教育

相談を実施した。生徒が不安をもつ背景や原因を理解し、生徒と一緒に解決策を

考えた。多くの生徒は、悩みを聞いてもらう機会があったことで心のケアにつな

がり、専門的なカウンセリングが必要な生徒はスクールカウンセラーや医療機関

に繋ぐことができた。ローラー方式の教育相談で、生徒が悩みを教師に相談でき

る関係を早めに構築することができた。欠席日数が昨年度に比べてて減っている

３年生、２年生が多いことは、その効果の一端と考える。

② 不登校対策

不登校生徒は本校も増加している。これは、長い休校の影響で全国的に増えて

いる積極的な不登校との関係は不明であるが、生活リズムの崩れや耐性の低下、

通学の目的喪失など、休校の影響がないとは言えない。

ただ、不登校や不登校傾向を示す生徒の多くが、発達特性を有していたり、家

庭環境が厳しかったりする状況を鑑みれば、教育を受ける機会を保障し、安心安

全な居場所を確保するためにも、不登校の解消・予防の取組が必要である。

家庭訪問や個別指導等の他に、ＳＳＷを活用した保護者の支援、学期に１回の

保護者の会等の取組を行っている。今後は、地教委による町雇用のＳＳＷを配置

した教育支援センターの設置も要望していかねばならない。９年間、児童生徒を

見守り、保護者との良好な関係を築いたうえで、大胆な提案や支援ができる町Ｓ

ＳＷが必要である。

この他に、基本的な生活習慣を阻害し、トラブルの元凶にもなっているスマー

トフォンや通信タブレット、ゲーム機の使用について、ＰＴＡと連携して家庭で

約束を決めさせ、通知表で生徒に自己評価を記述させる取組を行い。徐々に改善

が図れている。

Ⅳ 実践の成果と課題

１ 実践の成果

紙面の都合で、重点成果指標に関する調査結果を全て掲載することはできないが、

授業の工夫改善が生徒の達成感を高めている状況が下のグラフに表れている。この他

にも「御船中の生徒で良かった」と回答する生徒の割合が８ポイント程度向上してい
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る。「意見を発表してよかった」と回答する生徒の割合や生活習慣に関する状況等、

１３項目中８項目に改善の傾向が見られ、本年度の取組の成果と考える。学習的機能、

社会的機能、福祉的機能の充実を意識した取組が、現在の生徒の落ち着いた生活、明

るい表情を生んでいる。

ち

昨年度は９月以降に１日も登校できなかったが、今年度の学校再開後は１日も休ま

ずに登校できている男子生徒がいる。

２ 課題と今後の志向

生徒の学力の状況や不登校生徒の数には、まだ未解決課題が示されている。今後も、

学習的機能、社会的機能、福祉的機能の視点をもって、コロナ禍の学校教育の充実に

取り組まなければならない。今年度末に生徒一人に一台整備される通信タブレットを

活用した新たな取組と同時に、教育の不易を追求した教育の充実もさらに図っていき

たいと考える。

おわりに

上益城は、平成２８年熊本地震で大きな被害を受け、この震災から多くの教訓を学んだ。

コロナ禍における取組もレガシーとして、未来に受け継いでもらいたいと考えまとめてみ

た。多くの保護者や地域の方々の温かい支援で、生徒会スローガンである『 改革 ～向

上心をもち 新しいことに挑み 前進し続ける学校～ 』を目指し、生徒と職員が一体と

なって教育の充実に取り組んでいる途中である。

先輩諸氏にご高覧いただき、忌憚のないご教示をお願いするところである。

参考文献：中央教育審議会「新しい時代の初等中等教育部会」資料

毎時間の授業で「できた」「わかった」「ためになった」と感じる生徒の割合
左のグラフは学校再開一月後の6月25日、右のグラフは11月26日
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